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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感圧接着剤層及び剥離ライナーを有するアクリル系感圧接着テープ又はシートであって
、感圧接着剤層が、（ａ）炭素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アル
キルエステルと（ｂ）極性基を有するビニルモノマーとを、（ａ）と（ｂ）との成分割合
［（ａ）／（ｂ）］（重量比）で９５／５～９１／９の割合となるように含んでいるアク
リル系モノマー混合物から形成されるアクリル系ポリマー、該アクリル系ポリマーを形成
する全モノマー成分１００重量部に対して０．１重量部以上２重量部未満の割合となるよ
うな量の無機充填材、及び気泡を含有する気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤
層であり、また剥離ライナーが、一方の表層として低密度ポリエチレンからなる層を有し
、他方の表層として低密度ポリエチレン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混
合樹脂層を有し、さらに中間層として高密度ポリエチレンからなる層を有する、少なくと
も３層の層構造を有する剥離ライナーであることを特徴とするアクリル系感圧接着テープ
又はシート。
【請求項２】
　無機充填材が、疎水性シリカ、中空ガラス微小球からなる群より選ばれる少なくとも１
種以上の無機充填材である請求項１記載のアクリル系感圧接着テープ又はシート。
【請求項３】
　（ｂ）極性基を有する少なくとも１種以上のビニルモノマーが、アクリル酸である請求
項１又は２記載のアクリル系感圧接着テープ又はシート。
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【請求項４】
　剥離ライナーにおいて、低密度ポリエチレン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として
含む混合樹脂層が、低密度ポリエチレンと高密度ポリエチレンとを、低密度ポリエチレン
／高密度ポリエチレンが重量比で９０／１０～１０／９０の割合となるように含有してい
る請求項１～４の何れかの項に記載のアクリル系感圧接着テープ又はシート。
【請求項５】
　剥離ライナーの厚みが、１０～５００μｍである請求項１～４の何れかの項に記載のア
クリル系感圧接着テープ又はシート。
【請求項６】
　自動車外装部品の自動車塗装板への固定に使用される請求項１～５の何れかの項に記載
のアクリル系感圧接着テープ又はシート。
【請求項７】
　自動車外装部品が、ウェザーストリップである請求項６記載のアクリル系感圧接着テー
プ又はシート。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクリル系感圧接着テープ又はシートに関し、さらに詳細には、自動車外装
部品の自動車塗装板への固定、特にウェザーストリップの固定に使用されるアクリル系感
圧接着テープ又はシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車外装部材を自動車塗装板に固定するため、アクリル系感圧接着テープ又はシート
（以下、「テープ又はシート」を、単に「テープ」あるいは「シート」と称する場合があ
る）が広く用いられている。このような用途に用いられる感圧接着テープは、部材の自重
および反撥に耐え得るような高い凝集力ならびに高い剪断強度を付与するため、加工性を
向上させるため、あるいは軽量化させるため、無機充填材あるいは有機充填材を添加する
ことができる。
【０００３】
　このような無機充填材としては、シリカ、炭酸カルシウム、クレー、酸化チタン、ガラ
ス微小球、アルミナ微小球などが挙げられる（特許文献１、特許文献２参照）。また、有
機充填材としては、ポリエステルビーズ、塩化ビニリデン微小球、アクリル微小球などが
挙げられる（特許文献３参照）。
【０００４】
　しかしながら、一般的な外装用感圧接着テープの配合系において、充填材として用いら
れる無機充填材の添加量は比較的多く、シート表面に非接着性粒子が混入することより接
着性が減少し、低温下での低圧着力条件下では接着性の減少は顕著となる。さらに、ドア
ウェザーストリップのように柔軟なゴム製でありさらに中空である部材では、部材にかけ
られた圧着力は部材により分散、緩和されるため充分な力が接着界面に加わらないために
固定不良が生じることがある。
【０００５】
　ところで、感圧接着テープは、例えば両面接着層を有する場合などには、片面を被着体
に接着させ、もう片面には剥離ライナーを設けた状態で、切断、加工され、その後は使用
時まである程度の期間保管されることがある。特に、ドアウェザーストリップのような長
い部材や柔軟な部材の場合には、省スペースの観点から、これらは巻いた状態で保管され
る場合がある。このように、剥離ライナーを設けた感圧接着テープを湾曲した状態で保管
する場合には、剥離ライナーが感圧接着剤層から部分的に剥離して、いわゆる「ライナー
浮き」が生じ、感圧接着剤層が汚染されることがある。
【０００６】
　上記、剥離ライナー浮きを抑制するために、剥離力を高めた剥離ライナーを用いること
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が可能であるが、この場合、ライナー浮きは改善されるものの剥離性能が低下する。すな
わち、ライナー浮き抑制と剥離機能は二律背反（トレードオフ）の関係となっていた。ま
た、ライナー浮き抑制のためには、極性基を含有した材料を剥離層として用いる手法が知
られているが（例えば、特許文献４参照）、これらはリサイクルが困難であるという問題
点を有していた。剥離ライナーは使用後廃棄されるため、環境負荷の観点から、リサイク
ル性に優れたものが求められているのが現状である。
【０００７】
【特許文献１】特開平４－２４８８２０号公報
【特許文献２】特公平２－５０１４５号公報
【特許文献３】特公平８－３２４３５号公報
【特許文献４】特許第３１７９５１６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の目的は、初期低温接着力において高い接着力を発揮し、さらに剥離ラ
イナーの感圧接着剤層からのライナー浮き抑止性に優れるアクリル系感圧接着テープ又は
シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは前記目的を達成するために鋭意検討した結果、感圧接着剤層として、（ａ
）炭素数が１～１４のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートと（ｂ）極性基
を有するビニルモノマーとを、（ａ）と（ｂ）との成分割合［（ａ）／（ｂ）］（重量比
）で９５／５～９１／９の割合となるように含んでいるアクリル系モノマー混合物から形
成されるアクリル系ポリマー、該アクリル系ポリマーを形成する全モノマー成分１００重
量部に対して０．１重量部以上２重量部未満の割合となるような量の無機充填材、及び気
泡を含有する気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を用いれば、初期低温接着
力において高い接着力を得ることができ、同時に剥離ライナーとして、特定の樹脂組成及
び特定の積層構成からなる剥離ライナーを用いれば、剥離力と、感圧接着剤層からのライ
ナー浮き抑止性との両立を達成しうることを見出し、本発明を完成させた。
【００１０】
　すなわち、本発明は、感圧接着剤層及び剥離ライナーを有するアクリル系感圧接着テー
プ又はシートであって、感圧接着剤層が、（ａ）炭素数１～１４のアルキル基を有する（
メタ）アクリル酸アルキルエステルと（ｂ）極性基を有するビニルモノマーとを、（ａ）
と（ｂ）との成分割合［（ａ）／（ｂ）］（重量比）で９５／５～９１／９の割合となる
ように含んでいるアクリル系モノマー混合物から形成されるアクリル系ポリマー、該アク
リル系ポリマーを形成する全モノマー成分１００重量部に対して０．１重量部以上２重量
部未満の割合となるような量の無機充填材、及び気泡を含有する気泡混合無機充填材含有
アクリル系感圧接着剤層であり、また剥離ライナーが、一方の表層として低密度ポリエチ
レンからなる層を有し、他方の表層として低密度ポリエチレン及び高密度ポリエチレンを
樹脂成分として含む混合樹脂層を有し、さらに中間層として高密度ポリエチレンからなる
層を有する、少なくとも３層の層構造を有する剥離ライナーであることを特徴とするアク
リル系感圧接着テープ又はシートを提供する。
【００１１】
　前記無機充填材は、疎水性シリカ、中空ガラス微小球からなる群より選ばれる少なくと
も１種以上の無機充填材であることが好ましい。
【００１２】
　前記（ｂ）極性基を有する少なくとも１種以上のビニルモノマーは、アクリル酸である
ことが好ましい。
【００１３】
　前記剥離ライナーにおいて、低密度ポリエチレン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分と
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して含む混合樹脂層は、低密度ポリエチレンと高密度ポリエチレンとを、低密度ポリエチ
レン／高密度ポリエチレンが重量比で１０／９０～９０／１０の割合となるように含有し
ていることが好ましい。また、剥離ライナーの厚みは、１０～５００μｍであることが好
ましい。
【００１４】
　前記アクリル系感圧接着テープ又はシートは、自動車外装部品の自動車塗装板への固定
に使用されることが好ましい。特に、自動車外装部品は、ウェザーストリップであること
が好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のアクリル系感圧接着テープ又はシートによれば、前記構成を有しているので、
初期低温接着力において高い接着力を得ることができ、さらに剥離ライナーの感圧接着剤
層からのライナー浮き抑止性に優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明のアクリル系感圧接着テープは、（ａ）炭素数が１～１４のアルキル（メタ）ア
クリレートと（ｂ）極性基を有するビニルモノマーとを、前者（ａ）／後者（ｂ）が重量
比で９５／５～９１／９の割合となるように含んでいるアクリル系モノマー混合物から形
成されるアクリル系ポリマー、このようなアクリル系ポリマーを形成する全モノマー成分
１００重量部に対して０．１重量部以上２重量部未満の割合となるような量の無機充填材
、及び気泡を含有する気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層、及び一方の表層
として低密度ポリエチレンからなる層を有し、他方の表層として低密度ポリエチレン及び
高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合樹脂層を有し、さらに中間層として高密度
ポリエチレンからなる層を有する、少なくとも３層の層構造を有する剥離ライナーを少な
くとも有している。なお、本発明のアクリル系感圧接着テープでは、通常、使用する際に
剥離ライナーは剥がされる。
【００１７】
　本発明のアクリル系感圧接着テープとしては、両面が感圧接着面（粘着面）となってい
る両面感圧接着テープの形態であってもよいし、片面のみが感圧接着面（粘着面）となっ
ている片面感圧接着テープの形態であってもよい。
【００１８】
　本発明のアクリル系感圧接着テープが両面感圧接着テープの形態である場合、例えば、
少なくとも気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を有する感圧接着剤層のみか
ら形成された構成のアクリル系両面感圧接着テープ（「基材レスアクリル系両面感圧接着
テープ」と称する場合がある）であってもよく、基材の少なくとも一方の面に気泡混合無
機充填材含有アクリル系感圧接着剤層が形成された構成のアクリル系両面感圧接着テープ
（「基材付きアクリル系両面感圧接着テープ」と称する場合がある）であってもよい。
【００１９】
　基材レスアクリル系両面感圧接着テープとしては、例えば、感圧接着剤層が気泡混合無
機充填材含有アクリル系感圧接着剤層のみから形成された構成の基材レスアクリル系両面
感圧接着テープ、感圧接着剤層が気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層と気泡
を含有しない感圧接着剤層（「気泡非含有感圧接着剤層」と称する場合がある）との積層
体から形成された構成の基材レスアクリル系両面感圧接着テープなどが挙げられる。また
、基材付きアクリル系両面感圧接着テープとしては、例えば、基材の両面に気泡混合無機
充填材含有アクリル系感圧接着剤層が形成された構成の基材付きアクリル系両面感圧接着
テープ、基材の一方の面に気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層が形成され、
且つ基材の他方の面に気泡非含有感圧接着剤層が形成された構成の基材付きアクリル系両
面感圧接着テープなどが挙げられる。
【００２０】
　なお、本発明のアクリル系感圧接着テープは、一枚の剥離ライナーのみにより、感圧接
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着面が保護された構成を有するシングルセパレータタイプであってもよく、二枚の剥離ラ
イナーにより、感圧接着面が保護された構成を有するダブルセパレータタイプであっても
よい。
【００２１】
　また、アクリル系感圧接着テープは、ロール状に巻回された形態で形成されていてもよ
く、シートが積層された形態で形成されていてもよい。すなわち、本発明のアクリル系感
圧接着テープは、シート状、テープ状などの形態を有することができる。なお、アクリル
系感圧接着テープがロール状に巻回された形態を有している場合、例えば、気泡混合無機
充填材含有アクリル系感圧接着剤層などの感圧接着剤層を、剥離ライナーや基材の背面側
に形成された剥離処理層により保護した状態でロール状に巻回することにより作製するこ
とができる。
【００２２】
　本発明のアクリル系感圧接着テープは、本発明の効果を損なわない範囲で、他の層（例
えば、中間層、下塗り層など）を有していてもよい。
【００２３】
（気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層）
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層（気泡混合無機充填材含有アクリル系
粘着剤層）は、気泡を含有することにより、気泡構造を有しているので、曲面や凸凹面及
び被着体の屈曲に対して追従し接着に十分な接着面積を確保することができ、また応力分
散性に優れているために高剪断力性や耐反撥力性を発現することができる。
【００２４】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層に含まれている気泡は、基本的には、
独立気泡タイプの気泡であることが望ましいが、独立気泡タイプの気泡と連続気泡タイプ
の気泡とが混在していてもよい。
【００２５】
　また、このような気泡としては、通常、球状（特に真球状）の形状を有しているが、い
びつな形状の球状を有していてもよい。前記気泡において、その平均気泡径（直径）とし
ては、特に制限されず、例えば、１～１０００μｍ（好ましくは１０～５００μｍ、さら
に好ましくは３０～３００μｍ）の範囲から選択することができる。
【００２６】
　気泡中に含まれる気体成分（気泡を形成するガス成分；「気泡形成ガス」と称する場合
がある）としては、特に制限されず、窒素、二酸化炭素、アルゴンなどの不活性ガスの他
、空気などの各種気体成分を用いることができる。気泡形成ガスとしては、気泡形成ガス
が含まれた状態で、重合反応等の反応を行う場合は、その反応を阻害しないものを用いる
ことが重要である。気泡形成ガスとしては、反応を阻害しないことや、コスト的な観点な
どから、窒素が好適である。
【００２７】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層中における気泡量は、特に制限されず
、アクリル系感圧接着テープの使用用途などに応じて適宜選択することができ、例えば、
気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層の全体積に対して１０％以上（好ましく
は１１％以上、さらに好ましくは１２％以上）とすることができる。なお、気泡混合無機
充填材含有アクリル系感圧接着剤層中の気泡量の上限としては、特に制限されず、例えば
、５０％以下（好ましくは４０％以下、さらに好ましくは３０％以下）とすることができ
る。
【００２８】
　このような気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層において、気泡が形成され
る形態は特に制限されない。気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層としては、
例えば、（１）予め、気泡を形成するガス成分（気泡形成ガス）が混合されたアクリル系
モノマー混合物（「気泡混合アクリル系モノマー混合物」と称する場合がある）を用いる
ことにより、気泡が形成された形態の気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層や
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、（２）発泡剤を含有するアクリル系モノマー混合物を用いることにより、気泡が形成さ
れた形態の気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層などが挙げられる。本発明で
は、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層としては、気泡混合アクリル系モノ
マー混合物を用いることにより、気泡が形成された形態の気泡混合無機充填材含有アクリ
ル系感圧接着剤層が好適である。なお、気泡混合アクリル系モノマー混合物中の気泡量は
、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層中の気泡量に対応した範囲から適宜選
択することができる。
【００２９】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層は、通常、ベースポリマーとして、モ
ノマー主成分としての（ａ）炭素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステル、共重合性モノマーとしての少なくとも１種以上の（ｂ）極性基を有する
ビニルモノマーからなるアクリル系モノマー混合物から形成されるアクリル系ポリマーを
含有している。
【００３０】
　アクリル系ポリマーを形成するアクリル系モノマー混合物における、（ａ）炭素数１～
１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルと（ｂ）極性基を有する
ビニルモノマーとの成分割合［（ａ）／（ｂ）］は、重量比で、（ａ）／（ｂ）＝９５／
５～９１／９（好ましくは９４／６～９１／９、より好ましくは９４／６～９２／８）で
ある。アクリル系ポリマーを形成するアクリル系モノマー混合物における、（ａ）炭素数
１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルと（ｂ）極性基を有
するビニルモノマーとの割合において、重量比で、（ａ）／（ｂ）＝９１／９を超えるよ
うな割合となるように（ｂ）極性基を有するビニルモノマーを使用すると（つまり、（ｂ
）極性基を有するビニルモノマーの割合を多くして上記範囲外とすると）、気泡混合無機
充填材含有アクリル系感圧接着剤層が硬くなって、低温接着性が悪化する場合がある。ま
た、アクリル系ポリマーを形成するアクリル系モノマー混合物における、（ａ）炭素数１
～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルと（ｂ）極性基を有す
るビニルモノマーとの割合において、重量比で、（ａ）／（ｂ）＝９５／５未満となるよ
うな割合となるように（ｂ）極性基を有するビニルモノマーを使用すると（つまり、（ｂ
）極性基を有するビニルモノマーの割合を少なくして上記範囲外とすると）、気泡混合無
機充填材含有アクリル系感圧接着剤層の凝集力が低下して、常態接着性が悪化する場合が
ある。
【００３１】
　また、アクリル系ポリマーを形成するモノマー成分全量において、（ａ）炭素数１～１
４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルと（ｂ）極性基を有するビ
ニルモノマーとを合わせた割合は、９０重量％以上（好ましくは９５重量％以上）である
。
【００３２】
　このような（ａ）炭素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエ
ステルは、通常、炭素数１～１４の直鎖又は分岐鎖状のアルキル基を有する（メタ）アク
リル酸アルキルエステルであり、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル
酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）ア
クリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチル、（メ
タ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸イソペン
チル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘプチル、（メタ）アクリル酸
オクチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、
（メタ）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸デシル
、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸
ドデシル、（メタ）アクリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸テトラデシルなどが挙げ
られる。中でも炭素数２～１０の直鎖又は分岐鎖状のアルキル基を有する（メタ）アクリ
ル酸アルキルエステルが好ましく、特に（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ
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）アクリル酸イソオクチルが好ましい。また、（ａ）炭素数１～１４のアルキル基を有す
る（メタ）アクリル酸アルキルエステルは、単独で又は２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。なお、「（メタ）アクリル」とは、「アクリル」及び／又は「メタクリル」
を意味する。
【００３３】
　また（ｂ）極性基を有するビニルモノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル酸、イ
タコン酸、マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、イソクロトン酸などのカルボキシル基含
有モノマー又はその無水物（無水マレイン酸など）；（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチ
ル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシブチル等の
（メタ）アクリル酸ヒドロキシアルキルなどの水酸基含有モノマー；アクリルアミド、メ
タアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）
アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メ
タ）アクリルアミドなどのアミド基含有モノマー；（メタ）アクリル酸アミノエチル、（
メタ）アクリル酸ジメチルアミノエチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルアミノエチルな
どのアミノ基含有モノマー；（メタ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸メチル
グリシジルなどのグリシジル基含有モノマー；アクリロニトリルやメタクリロニトリルな
どのシアノ基含有モノマー；Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、（メタ）アクリロイルモルホ
リンの他、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビ
ニルピペラジン、Ｎ－ビニルピラジン、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、
Ｎ－ビニルオキサゾール等の複素環含有ビニル系モノマーなどが挙げられる。（ｂ）極性
基を有するビニルモノマーとしては、カルボキシル基含有モノマー又はその無水物が好ま
しく、特にアクリル酸などが好ましい。なお、（ｂ）極性基を有するビニルモノマーは、
単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３４】
　また、上記アクリル系ポリマーでは、モノマー成分として、多官能性モノマーなどの共
重合性モノマーが用いられていてもよい。
【００３５】
　前記多官能性モノマーとしては、例えば、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、
ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、（ポリ）エチレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、（ポリ）プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコー
ルジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリ
スリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレ
ート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ
（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリレート、ビニル（メタ）アクリレート、ジ
ビニルベンゼン、エポキシアクリレート、ポリエステルアクリレート、ウレタンアクリレ
ートなどが挙げられる。
【００３６】
　多官能性モノマーの使用量としては、アクリル系ポリマーを形成するモノマー成分全量
に対して２重量％以下（例えば、０．０１～２重量％）であり、好ましくは０．０２～１
重量％である。多官能性モノマーの使用量が、アクリル系ポリマーを形成するモノマー成
分全量に対して２重量％を超えると、例えば、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接
着剤の凝集力が高くなりすぎ、感圧接着性が低下するおそれがある。なお、多官能性モノ
マーの使用量が少なすぎると（例えば、アクリル系ポリマーを形成するモノマー成分全量
に対して０．０１重量％未満であると）、例えば、気泡混合無機充填材含有アクリル系感
圧接着剤の凝集力が低下する。
【００３７】
　また、多官能性モノマー以外の共重合性モノマーとしては、シクロペンチル（メタ）ア
クリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート
等の脂環式炭化水素基を有する（メタ）アクリル酸エステルや、フェニル（メタ）アクリ
レート等の芳香族炭化水素基を有する（メタ）アクリル酸エステルなどの前述の（ａ）炭



(8) JP 5155738 B2 2013.3.6

10

20

30

40

50

素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステル以外の（メタ）
アクリル酸エステル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニルなどのビニルエステル類；スチレ
ン、ビニルトルエンなどの芳香族ビニル化合物；エチレン、ブタジエン、イソプレン、イ
ソブチレンなどのオレフィン又はジエン類；ビニルアルキルエーテルなどのビニルエーテ
ル類；塩化ビニルなどが挙げられる。
【００３８】
　アクリル系ポリマーは、公知乃至慣用の重合方法により調製することができる。重合方
法としては、例えば、溶液重合法、乳化重合法、塊状重合法、光重合法などが挙げられる
。中でも、本発明では、作業性や安定した気泡構造を得る観点から、アクリル系ポリマー
の調製に際して、熱重合開始剤や光重合開始剤などの重合開始剤を用いた熱や活性エネル
ギー線による硬化反応を利用することが好ましい。すなわち、本発明では、（ａ）炭素数
１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステル、（ｂ）極性基を有
するビニルモノマー、及び重合開始剤を少なくとも含むアクリル系モノマー混合物又はそ
の部分重合物に、活性エネルギー線を照射して、硬化・重合させることにより、アクリル
系ポリマーを形成することが好ましい。
【００３９】
　このように、重合開始剤（熱重合開始剤や光重合開始剤など）が含まれていると、熱や
活性エネルギー線により硬化が可能となり、そのため、アクリル系モノマー混合物に気泡
が混合された状態で硬化させて気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を形成さ
せることにより、気泡が安定して含有された構造を有する気泡混合無機充填材含有アクリ
ル系感圧接着剤層を容易に形成することができる。
【００４０】
　特に重合時間を短くすることができる利点などから、重合開始剤として光重合開始剤を
用いる光重合法が好ましい。すなわち、活性エネルギー線を用いた重合を利用して、安定
した気泡構造を有する気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を形成することが
好ましい。なお、重合開始剤は単独で又は２種以上を組み合わせて使用することができる
。
【００４１】
　前記光重合開始剤としては、特に制限されず、例えば、ベンゾインエーテル系光重合開
始剤、アセトフェノン系光重合開始剤、α－ケトール系光重合開始剤、芳香族スルホニル
クロリド系光重合開始剤、光活性オキシム系光重合開始剤、ベンゾイン系光重合開始剤、
ベンジル系光重合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤、ケタール系光重合開始剤、チ
オキサントン系光重合開始剤などを用いることができる。
【００４２】
　具体的には、ベンゾインエーテル系光重合開始剤としては、例えば、ベンゾインメチル
エーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインイソプ
ロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェ
ニルエタン－１－オン、アニソールメチルエーテルなどが挙げられる。アセトフェノン系
光重合開始剤としては、例えば、２，２－ジエトキシアセトフェノン、２，２－ジメトキ
シ－２－フェニルアセトフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、４－
フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノンなどが挙
げられる。α－ケトール系光重合開始剤としては、例えば、２－メチル－２－ヒドロキシ
プロピオフェノン、１－［４－（２－ヒドロキシエチル）－フェニル］－２－ヒドロキシ
－２－メチルプロパン－１－オンなどが挙げられる。芳香族スルホニルクロリド系光重合
開始剤としては、例えば、２－ナフタレンスルホニルクロライドなどが挙げられる。光活
性オキシム系光重合開始剤としては、例えば、１－フェニル－１，１－プロパンジオン－
２－（ｏ－エトキシカルボニル）－オキシムなどが挙げられる。
【００４３】
　また、ベンゾイン系光重合開始剤には、例えば、ベンゾインなどが含まれる。ベンジル
系光重合開始剤には、例えば、ベンジルなどが含まれる。ベンゾフェノン系光重合開始剤
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には、例えば、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、３，３´－ジメチル－４－メトキ
シベンゾフェノン、ポリビニルベンゾフェノン、α－ヒドロキシシクロヘキシルフェニル
ケトンなどが含まれる。ケタール系光重合開始剤には、例えば、ベンジルジメチルケター
ルなどが含まれる。チオキサントン系光重合開始剤には、例えば、チオキサントン、２－
クロロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、
イソプロピルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、２，４－ジエチルチオ
キサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、ドデシルチオキサントンなどが含
まれる。
【００４４】
　光重合開始剤の使用量としては、光重合によってアクリル系ポリマーを形成することが
できる限り特に制限されないが、例えば、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤
のベースポリマーであるアクリル系ポリマーを形成する全モノマー成分１００重量部に対
して０．０１～５重量部（好ましくは０．０５～３重量部）の範囲から選択することがで
きる。
【００４５】
　光重合開始剤の活性化に際しては、活性エネルギー線をアクリル系モノマー混合物に照
射することが重要である。このような活性エネルギー線としては、例えば、α線、β線、
γ線、中性子線、電子線などの電離性放射線や、紫外線などが挙げられ、特に、紫外線が
好適である。また、活性エネルギー線の照射エネルギー、照射時間、照射方法などは特に
制限されず、光重合開始剤を活性化させて、モノマー成分の反応を生じさせることができ
ればよい。
【００４６】
　なお、前記熱重合開始剤としては、例えば、アゾ系重合開始剤［例えば、２，２´－ア
ゾビスイソブチロニトリル、２，２´－アゾビス－２－メチルブチロニトリル、２，２´
－アゾビス（２－メチルプロピオン酸）ジメチル、４，４´－アゾビス－４－シアノバレ
リアン酸、アゾビスイソバレロニトリル、２，２´－アゾビス（２－アミジノプロパン）
ジヒドロクロライド、２，２´－アゾビス［２－（５－メチル－２－イミダゾリン－２－
イル）プロパン］ジヒドロクロライド、２，２´－アゾビス（２－メチルプロピオンアミ
ジン）二硫酸塩、２，２´－アゾビス（Ｎ，Ｎ´－ジメチレンイソブチルアミジン）ジヒ
ドロクロライドなど］、過酸化物系重合開始剤（例えば、ジベンゾイルペルオキシド、ｔ
ｅｒｔ－ブチルペルマレエートなど）、レドックス系重合開始剤などが挙げられる。熱重
合開始剤の使用量としては、特に制限されず、従来、熱重合開始剤として利用可能な範囲
であればよい。
【００４７】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層は、さらに無機充填材を含有する。こ
れにより、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層における凝集力を高めること
ができ、また耐熱性を向上させることができる。
【００４８】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層に無機系充填材を含有させる方法とし
ては、特に制限されないが、例えば気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を構
成する感圧接着剤を形成後に、当該感圧接着剤に無機充填材を配合・混合する方法や、ア
クリル系ポリマーを形成するアクリル系モノマー混合物又はその部分重合物に配合・混合
する方法などが挙げられる。中でも、作業性の点から、アクリル系ポリマーを形成するア
クリル系モノマー混合物又はその部分重合物に配合・混合する方法が好ましい。
【００４９】
　無機充填材としては、例えば、疎水性シリカなどのシリカ、アルミナ、シリコーン（シ
リコーンパウダー）、炭酸カルシウム、クレー、酸化チタン、タルク、層状ケイ酸塩、粘
土鉱物、ガラス、ガラスビーズ、ガラスバルーン、アルミナバルーン、セラミックバルー
ン、チタン白、チタニア、ジルコニア、カーボン（例えばカーボンブラック、カーボンナ
ノチューブ等）、金属粒子（例えばマグネシウム、アルミニウム、ジルコニウム、ケイ素
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、カルシウム、チタン、バナジウム、クロム、コバルト、ニッケル、銅、ゲルマニウム、
モリブテン、ロジウム、銀、インジウム、スズ、タングステン、イリジウム、白金、鉄、
金等）、金属酸化物粒子（例えば鉄酸化物、酸化インジウム、酸化第二スズ、酸化クロム
、酸化ニッケル、酸化銅、酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化アルミニウム、酸化亜鉛
、酸化アンチモン、酸化カルシウム、酸化カドミウム等）などが挙げられる。また、金属
酸化物（例えば上記金属酸化物、特に酸化チタンなど）が担持したシリカゲルを用いても
よい。さらに、中空の無機系微小球状体（中空無機系微小球状体）を用いてもよい。なお
、無機充填材は、単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００５０】
　中でも、軽量化の観点から疎水性シリカなどのシリカや、中空ガラスバルーン等の中空
ガラス微小球（ガラス製の中空バルーン）；中空アルミナバルーン等の金属化合物製の中
空バルーン；中空セラミックバルーン等の磁器製中空バルーンなど中空無機系微小球状体
が好ましく、特に中空ガラス微小球が好ましい。このようなシリカや中空無機系微小球状
体によれば、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層において、感圧接着剤とし
ての最低限の強度を容易に確保することができる。
【００５１】
　中空無機系微小球状体の粒径（平均粒子径）としては、特に制限されないが、例えば、
１～５００μｍ（好ましくは５～２００μｍ、さらに好ましくは１０～１００μｍ）の範
囲から選択することができる。
【００５２】
　中空無機系微小球状体の比重としては、特に制限されないが、例えば、０．１～０．８
ｇ／ｃｍ3（好ましくは０．１２～０．５ｇ／ｃｍ3）の範囲から選択することができる。
中空微小球状体の比重が０．１ｇ／ｃｍ3よりも小さいと、感圧接着剤やアクリル系混合
物又はその部分重合組成物に中空無機系微小球状体を配合して混合する際に、中空無機系
微小球状体の浮き上がりが大きくなるため、中空無機系微小球状体を均一に分散させるこ
とができ難くなり、一方、０．８ｇ／ｃｍ3よりも大きいと、高価になり、コストが高く
なる。
【００５３】
　なお、中空無機系微小球状体の表面には、各種表面処理（例えば、シリコーン系化合物
やフッ素系化合物等による低表面張力化処理など）が施されていてもよい。
【００５４】
　無機充填材の使用量としては、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層のベー
スポリマーであるアクリル系ポリマーを形成する全モノマー成分１００重量部に対して、
０．１重量部以上２重量部未満、好ましくは０．１重量部以上０．７重量部未満となるよ
うな範囲から選択することができる。無機充填材の使用量が、気泡混合無機充填材含有ア
クリル系感圧接着剤層のベースポリマーであるアクリル系ポリマーを形成する全モノマー
成分１００重量部に対して、０．１重量部未満となるような使用量であると、気泡が微分
散化されにくくなる。一方、２重量部以上となるような使用量であると、アクリル系感圧
接着テープの使用時に、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層と被着体との界
面に凹凸が生じて、接着面積が減少し、接着力が低下するおそれがある。
【００５５】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層には、アクリル系感圧接着テープの用
途などに応じて、適宜な添加剤が含まれていてもよい。
【００５６】
　無機充填材とポリマーとの間の密着性や摩擦抵抗の低減、気泡等の混合性や安定性の観
点から、本発明では、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層には界面活性剤を
添加することが好ましい。このような界面活性剤としては、例えば、イオン性界面活性剤
、シリコーン系界面活性剤、フッ素系界面活性剤などが挙げられる。中でも、フッ素系界
面活性剤が好ましく、特に分子中にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を
有するフッ素系界面活性剤が好ましく用いられる。さらに、中でも、ベースポリマーに対
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する分散性の観点から、非イオン型界面活性剤が好ましい。また、フッ素系界面活性剤は
、１種のみを使用してもよいし、２種以上を組み合わせて使用してもよい。上記フッ素系
界面活性剤としては、特開２００６－０２２１８９号記載のフッ素系界面活性剤が好まし
く用いられる。
【００５７】
　上記フッ素系界面活性剤としては、市販品を用いることも可能であり、例えば、商品名
「サーフロンＳ－３９３」セイケミカル（株）製などが好適に用いられる。
【００５８】
　その他の添加剤としては、例えば架橋剤（例えば、ポリイソシアネート系架橋剤、シリ
コーン系架橋剤、エポキシ系架橋剤、アルキルエーテル化メラミン系架橋剤など）、粘着
付与剤（例えば、ロジン誘導体樹脂、ポリテルペン樹脂、石油樹脂、油溶性フェノール樹
脂などからなる常温で固体、半固体あるいは液状のもの）、可塑剤、上記無機充填材以外
の充填材、老化防止剤、酸化防止剤、着色剤（顔料や染料など）などが挙げられる。
【００５９】
　例えば、（ａ）炭素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエス
テル、（ｂ）極性基を有するビニルモノマー、及び光重合開始剤を少なくとも含むアクリ
ル系モノマー混合物又はその部分重合物に、活性エネルギー線を照射して、硬化・重合さ
せることにより、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層のベースポリマーであ
るアクリル系ポリマーを形成する場合、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層
を着色させるために、光重合反応を阻害しない程度の顔料（着色顔料）を使用することが
できる。気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層の着色として、黒色が望まれる
場合には、着色顔料として、カーボンブラックを用いることができる。カーボンブラック
の使用量としては、着色度合いや上記光重合反応を阻害しない観点から、例えば、気泡混
合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層のベースポリマーであるアクリル系ポリマーを
形成するための全モノマー成分１００重量部に対して０．１５重量部以下（例えば、０．
００１～０．１５重量部）、好ましくは０．０２～０．１重量部の範囲から選択すること
が望ましい。
【００６０】
　なお、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層が、発泡剤を含有するアクリル
系モノマー混合物を用いることにより、気泡が形成された形態の気泡混合無機充填材含有
アクリル系感圧接着剤層である場合、該発泡剤としては、特に制限されず、例えば、公知
の発泡剤から適宜選択することができる。発泡剤としては、例えば、熱膨張性微小球など
を用いることができる。
【００６１】
　なお、本発明では、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層が気泡混合アクリ
ル系モノマー混合物を用いることにより、気泡が形成された形態の気泡混合無機充填材含
有アクリル系感圧接着剤層である場合、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層
中に気泡を安定的に混合して存在させるために、気泡を、気泡混合アクリル系モノマー混
合物中に配合する最後の成分として配合して混合させることが好ましく、特に、気泡を混
合する前のアクリル系モノマー混合物の粘度を高くすることが好ましい。粘度としては、
混合された気泡を安定的に保持することが可能な粘度であれば特に制限されないが、例え
ば、粘度計としてＢＨ粘度計を用いて、ローター：Ｎｏ．５ローター、回転数：１０ｒｐ
ｍ、測定温度：３０℃の条件で測定された粘度としては、５～５０Ｐａ・ｓ（好ましくは
１０～４０Ｐａ・ｓ）であることが望ましい。粘度（ＢＨ粘度計、Ｎｏ．５ローター、１
０ｒｐｍ、３０℃）が、５Ｐａ・ｓより小さいと、粘度が低すぎるため、混合した気泡が
すぐに合一して系外に抜けてしまう場合があり、一方、５０Ｐａ・ｓを超えていると、粘
度が高すぎて、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層の形成が困難となる。
【００６２】
　なお、気泡を混合する前のアクリル系モノマー混合物の粘度は、例えば、アクリルゴム
、増粘性添加剤などの各種ポリマー成分等を配合する方法、感圧接着剤におけるベースポ
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リマーとしてのアクリル系ポリマーを形成するためのモノマー成分を一部重合させる方法
などにより、調整することができる。具体的には、例えば、（ａ）炭素数が１～１４のア
ルキル（メタ）アクリレートと（ｂ）極性基を有するビニルモノマーとを少なくとも含ん
でいるアクリル系モノマー混合物に、重合開始剤（例えば光重合開始剤など）を配合して
から、該モノマー混合物に対して重合開始剤の種類に応じた重合反応を行って、一部のモ
ノマー成分のみが重合した組成物（シロップ）を調製することがあげられる。
【００６３】
　本発明では、該シロップに、無機充填材や必要に応じて各種添加剤などを配合して、気
泡を安定的に含有することが可能な適度な粘度を有する無機充填材含有アクリル系感圧接
着剤組成物を調製することができる。そして、この無機充填材含有アクリル系感圧接着剤
組成物に、気泡を導入して混合させることにより、気泡混合無機充填材含有アクリル系感
圧接着剤組成物を得ることができる。
【００６４】
　気泡を混合させる方法としては、特に制限されず、公知の気泡混合方法を利用すること
ができる。例えば、装置の例としては、中央部に貫通孔を持った円盤上に、細かい歯が多
数ついたステータと、歯のついているステータと対向しており、円盤上にステータと同様
の細かい歯がついているロータとを備えた装置などが挙げられる。この装置におけるステ
ータ上の歯と、ロータ上の歯との間に、例えば無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成
物を導入し、ロータを高速回転させながら、貫通孔を通して気泡を形成させるためのガス
成分（気泡形成ガス）を無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物に導入させることに
より、気泡形成ガスが無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物に細かく分散され混合
され、気泡及び無機充填材を含有する気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成
物を得ることができる。
【００６５】
　なお、気泡の合一を抑制又は防止するためには、気泡の混合から、気泡混合無機充填材
含有アクリル系感圧接着剤層の形成までの工程を一連の工程として連続的に行うことが好
ましい。すなわち、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層は、前述のようにし
て気泡を混合させて気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物を調製した後、
続いて、該気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物を用いて、公知の感圧接
着剤層の形成方法を利用して形成されることが好ましい。具体的には、例えば、気泡混合
無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物を、所定の面上に塗布し、必要に応じて乾燥
や硬化等を行うことにより、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を形成する
ことができる。なお、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層の形成に際しては
、前述のように、加熱や活性エネルギー線の照射により、硬化させることが好ましい。す
なわち、熱重合開始剤や光重合開始剤などの重合開始剤を含有する気泡混合無機充填材含
有アクリル系感圧接着剤組成物を用い、該気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤
組成物を、所定の面上に塗布した後、加熱や、活性エネルギー線の照射を行って、気泡を
安定的に保持した状態で硬化させることにより、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧
接着剤層を好適に形成することができる。
【００６６】
　気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層は、単層、積層の何れの形態を有して
いてもよい。また、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層の厚みとしては、特
に制限されず、例えば、２００～５０００μｍ（好ましくは３００～４０００μｍ、さら
に好ましくは４００～３０００μｍ）の範囲から選択することができる。気泡混合無機充
填材含有アクリル系感圧接着剤層の厚みが２００μｍよりも小さいと、クッション性が低
下して、曲面や凹凸面に対する接着性が低下し、一方、５０００μｍよりも大きいと、均
一な厚みの層が得られにくくなる。
【００６７】
（基材）
　本発明のアクリル系感圧接着テープが基材付きアクリル系感圧接着テープである場合、
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基材としては、特に制限されず、例えば、紙などの紙系基材；布、不織布、ネットなどの
繊維系基材（その原料としては、特に制限されず、例えば、マニラ麻、レーヨン、ポリエ
ステル、パルプ繊維などを適宜選択することができる）；金属箔、金属板などの金属系基
材；プラスチックのフィルムやシートなどのプラスチック系基材；ゴムシートなどのゴム
系基材；発泡シートなどの発泡体や、これらの積層体（例えば、プラスチック系基材と他
の基材との積層体や、プラスチックフィルム（又はシート）同士の積層体など）等の適宜
な薄葉体を用いることができる。基材としては、プラスチックのフィルムやシートなどの
プラスチック系基材を好適に用いることができる。このようなプラスチックのフィルムや
シートにおける素材としては、例えば、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）
、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）等のα－オ
レフィンをモノマー成分とするオレフィン系樹脂；ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）等の
ポリエステル系樹脂；ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）；酢酸ビニル系樹脂；ポリフェニレンス
ルフィド（ＰＰＳ）；ポリアミド（ナイロン）、全芳香族ポリアミド（アラミド）等のア
ミド系樹脂；ポリイミド系樹脂；ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）などが挙げら
れる。これらの素材は単独で又は２種以上を組み合わせて使用することができる。
【００６８】
　なお、基材として、プラスチック系基材が用いられている場合は、延伸処理等により伸
び率などの変形性を制御していてもよい。また、基材としては、気泡混合無機充填材含有
アクリル系感圧接着剤層が活性エネルギー線による硬化により形成される場合は、活性エ
ネルギー線の透過を阻害しないものを使用することが好ましい。
【００６９】
　基材の表面は、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層等との密着性を高める
ため、慣用の表面処理、例えば、コロナ処理、クロム酸処理、オゾン暴露、火炎暴露、高
圧電撃暴露、イオン化放射線処理等の化学的又は物理的方法による酸化処理等が施されて
いてもよく、下塗り剤や剥離剤等によるコーティング処理等が施されていてもよい。
【００７０】
　基材の厚みは、強度や柔軟性、使用目的などに応じて適宜に選択でき、例えば、一般的
には１０００μｍ以下（例えば、１～１０００μｍ）、好ましくは１～５００μｍ、さら
に好ましくは３～３００μｍ程度であるが、これらに限定されない。なお、基材は単層、
積層の何れの形態を有していてもよい。
【００７１】
（気泡非含有感圧接着剤層）
　気泡非含有感圧接着剤層としては、例えば、公知の感圧接着剤（例えば、アクリル系感
圧接着剤、ゴム系感圧接着剤、ビニルアルキルエーテル系感圧接着剤、シリコーン系感圧
接着剤、ポリエステル系感圧接着剤、ポリアミド系感圧接着剤、ウレタン系感圧接着剤、
フッ素系感圧接着剤、エポキシ系感圧接着剤など）を用いて、公知の感圧接着剤層の形成
方法を利用して形成することができる。なお、気泡非含有感圧接着剤層の厚みは、特に制
限されず、目的や使用方法などに応じて適宜選択することができる。
【００７２】
（剥離ライナー）
　本発明のアクリル系感圧接着テープでは、接着面を保護するために、剥離ライナーが用
いられている。このような剥離ライナーとしては、接着面からの剥離性に優れ、且つライ
ナー浮き（保存中に剥離ライナーが感圧接着剤層から部分的に剥離すること）を抑制でき
る観点から、「少なくとも３層の層構造を有する剥離ライナーであって、一方の表層とし
て低密度ポリエチレンからなる層を有し、他方の表層として低密度ポリエチレン及び高密
度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合樹脂層を有し、さらに中間層として高密度ポリ
エチレンからなる層を有する剥離ライナー」（「特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナ
ー」と称する場合がある）が使用される。
【００７３】
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　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーは、前述の特定組成からなる感圧接着剤層と
組み合わすことで剥離性が良好であり、なおかつ、アクリル系感圧接着テープを湾曲した
状態で保管した場合であっても、ライナー浮きが生じることはない。また、各層がポリエ
チレンからなっているシンプルな構成であるため、リサイクル性にもすぐれている。
【００７４】
　なお、本発明における「高密度ポリエチレン」とは、ＪＩＳ　Ｋ　６９２２－２に基づ
く密度が９３０（ｋｇ／ｍ3）以上であるポリエチレンをいい、「低密度ポリエチレン」
とは、ＪＩＳ　Ｋ　６９２２－２に基づく密度が８６５（ｋｇ／ｍ3）以上９３０（ｋｇ
／ｍ3）未満であるポリエチレンをいう。本発明のおける「低密度ポリエチレン」とは、
エチレンモノマーを高圧法により重合して得られる、長鎖分岐（分岐鎖長は特に限定され
ない）を有するもの、いわゆる「低密度ポリエチレン」や「超低密度ポリエチレン」と称
するもの、及びエチレンと炭素数が３～８のα－オレフィンモノマーとを低圧法により重
合して得られる「直鎖状低密度ポリエチレン」（この場合の短鎖分岐の長さは炭素数１～
６）と称するもの、さらには上記密度範囲に包含される「エチレン－α－オレフィン共重
合体エラストマー」の総称として定義される。
【００７５】
　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーにおける、表層として低密度ポリエチレンか
らなる層は、実質的に低密度ポリエチレンのみを必須成分とする。具体的には、該表層を
構成する樹脂成分中、低密度ポリエチレンが９５重量％以上占めていることが必要であり
、好ましくは９９重量％以上である。また、ここでの「低密度ポリエチレン」は単独、あ
るいは複数のブレンドでもよく、上述の含有量は複数の低密度ポリエチレンの総量に対し
て適用される。上記低密度ポリエチレンには直鎖状低密度ポリエチレンが含まれる。特定
積層構造ポリエチレン製剥離ライナーにおいては、一方の表層として低密度ポリエチレン
からなる層を用いることにより、他方の表層との関係において良好な剥離差（剥離力の差
）を実現できる。
【００７６】
　上記低密度ポリエチレンとしては、密度が８９０（ｋｇ／ｍ3）以上、９３０未満（ｋ
ｇ／ｍ3）であることが好ましい。
【００７７】
　表層として低密度ポリエチレンからなる層には、樹脂成分以外の顔料、充填材、滑剤、
老化防止剤などの各種添加剤が、本発明の効果を損なわない範囲内で配合されていてもよ
い。
【００７８】
　表層としての、低密度ポリエチレンからなる層の厚みとしては、剥離機能発現の観点か
ら、２．５～２５０μｍが好ましく、より好ましくは５～１００μｍである。
【００７９】
　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーにおいては、他方の表層として低密度ポリエ
チレン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合樹脂層が用いられている。従っ
て、ライナー浮き抑止性と剥離性を調製することができる。
【００８０】
　低密度ポリエチレン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合樹脂層は、低密
度ポリエチレンと高密度ポリエチレンとを、低密度ポリエチレン／高密度ポリエチレンが
、重量比で、１０／９０～９０／１０（好ましくは、３０／７０～９０／１０）の割合と
なるように含んでいる。低密度ポリエチレンの混合割合が低い場合、ライナー浮き抑止効
果は高くなり、一方低密度ポリエチレンの混合割合が高い場合、剥離性は良好となる傾向
があり、混合割合は各特性と本発明のシート全体の柔軟性の観点から適量選択することが
できる。
【００８１】
　上記高密度ポリエチレンとしては、密度が９４２（ｋｇ／ｍ3）以上、９６０未満（ｋ
ｇ／ｍ3）であることが好ましい。
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【００８２】
　表層としての、低密度ポリエチレン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合
樹脂層の厚みとしては、剥離性機能発現の観点から、２５～２５０μｍが好ましく、より
好ましくは５～１００μｍである。
【００８３】
　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーにおける、中間層として高密度ポリエチレン
からなる層は、実質的に高密度ポリエチレンのみを必須成分とする。具体的には、該中間
層を構成する樹脂成分中、高密度ポリエチレンが９５重量％以上占めていることが必要で
あり、好ましくは９９重量％以上である。また、ここでの「高密度ポリエチレン」は単独
、あるいは複数のブレンドでもよく、上述の含有量は複数の高密度ポリエチレンの総量に
対して適用される。特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーにおいては、中間層として
高密度ポリエチレンのみを使用した層を用いることにより、剥離ライナー全体の剛性を高
めることができ、取扱性や作業性を向上させることができる。
【００８４】
　なお、特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーは、本発明の効果を損なわない範囲内
で上記高密度ポリエチレンからなる層以外の中間層（他の中間層）を有していてもよい。
中間層としては、例えば各層の層間接着力を向上させるための接着層や、着色層、その他
機能を付与する層などが挙げられる。
【００８５】
　中間層としての高密度ポリエチレンからなる層には、樹脂成分以外の顔料、充填材、滑
剤、老化防止剤などの各種添加剤が、本発明の効果を損なわない範囲内で配合されていて
もよい。
【００８６】
　中間層としての高密度ポリエチレンからなる層の厚みとしては、剛性を制御する観点か
ら５～４８０μｍが好ましく、より好ましくは１０～１８０μｍである。
【００８７】
　なお、特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーでは、表層と中間層とを別個に設ける
ことにより、表層と中間層のバランスを適宜コントロールして、剥離性と強度の関係を適
切な範囲に保つことができる。
【００８８】
　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーでは、両方の表層を剥離層として使用するこ
とができる。特に低密度ポリエチレンからなる層を低剥離力側面として、低密度ポリエチ
レン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合樹脂層を高剥離力側面として使用
することが好ましい。本発明のアクリル系感圧接着テープでは、通常、低密度ポリエチレ
ン及び高密度ポリエチレンを樹脂成分として含む混合樹脂層上に気泡混合無機充填材含有
アクリル系粘着剤層が設けられ、低密度ポリエチレンからなる層は、例えば、アクリル系
感圧接着テープを巻回した場合、背面層としてスムーズな巻き戻し性を発現するための役
割を担う。
【００８９】
　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーは樹脂成分として、実質的に、低密度ポリエ
チレン、高密度ポリエチレンのみから構成される場合に、リサイクル性が向上するため好
ましい。剥離ライナーの全樹脂成分に対して、低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン
以外の樹脂成分は２０重量％未満が好ましく、より好ましくは１０重量％未満である。
【００９０】
　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーの厚みは、ライナーがロール状に巻かれて保
管される際等には柔軟性を要する観点から、５００μｍ以下であることが好ましく、より
好ましくは２００μｍ以下、さらに好ましくは１５０μｍ以下である。また、ハンドリン
グ性の観点から、厚みは１０μｍ以上が好ましく、より好ましくは３０μｍ以上、さらに
好ましくは５０μｍ以上、最も好ましくは１００μｍ以上である。
【００９１】
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　特定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーは、溶融製膜法（Ｔダイ法、インフレーショ
ン法）、溶液製膜法などの公知慣用のシート形成手法によって製造することができる。特
定積層構造ポリエチレン製剥離ライナーの積層方法としても、特に限定されず、共押出法
、ドライラミネート法、ウェットラミネート法など公知慣用の方法を用いることができる
。中でも、生産性の観点から、共押出法が好ましい。
【００９２】
　上記の中でも、特にＴダイ製膜法を用いる場合には、耐熱性が良好となる傾向にあるた
め好ましい。耐熱性が良好となると、例えば、アクリル系感圧接着テープを、特定積層構
造ポリエチレン製剥離ライナーにより一方の接着面が保護されている状態で、他方の気泡
混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層による接着面により、被着体に貼り付けて、
被着体（例えば、ウェザーストリップゴム）にシリコーン塗布、シリコーン焼き付け工程
（例えば、１２０℃×３分）を行う場合でも、剥離ライナーの浮きや剥がれが生じること
はない。
【００９３】
［アクリル系感圧接着テープ］
　本発明のアクリル系感圧接着テープは、公知乃至慣用の感圧接着テープの作製方法を用
いて作製することがきる。例えば、基材の片面に気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧
接着剤層を有する構成の基材付きアクリル系感圧接着テープは、基材の片面に、前記の気
泡及び無機充填材を含有する気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物を塗布
し、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物層を形成してから、該気泡混合
無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物層を重合させて、気泡混合無機充填材含有ア
クリル系感圧接着剤層を形成し、該気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層上に
前記剥離ライナーを貼付することにより作製することができる。また、前記剥離ライナー
上に気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を形成してから、基材の片面に、基
材と気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層とが接する形態で、貼り合わせるこ
とによっても作製することができる。
【００９４】
　また、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤のみから構成される基材レスアク
リル系両面感圧接着テープは、前記剥離ライナー上に、前記気泡混合無機充填材含有アク
リル系感圧接着剤組成物を塗布し、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物
層を形成してから、該気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤組成物層を重合させ
て、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を形成することにより作製すること
ができる。
【００９５】
　このようなアクリル系感圧接着テープは、気泡混合無機充填材含有アクリル系感圧接着
剤層を有するので、低温（例えば、－２０～５℃程度の温度）での初期接着性に優れ、ま
た気泡が応力緩和性を向上することにより、高い耐反発性を発揮し、さらに曲面や凸凹面
及び被着体の屈曲に対して追従し接着に十分な接着面積を確保することができ、さらにま
た応力分散性に優れているために高剪断力性や耐反撥力性を発現することができる。
【００９６】
　また、本発明のアクリル系感圧接着テープは、湾曲した状態で保管されても、剥離ライ
ナーのライナー浮きが生じず、また、使用時には容易に剥離ライナーを剥離して、気泡混
合無機充填材含有アクリル系感圧接着剤層を露出させることができる。このため、長い形
状や複雑な形状の部材や柔軟な部材に対する接着シートや接着テープ用途として特に好ま
しく用いられる。
【００９７】
　本発明のアクリル系感圧接着テープは、塗膜（例えば、耐酸性雨塗膜、自動車用塗膜な
ど）、塗料板、樹脂板、鋼板等の金属板、塗装板（例えば、前記樹脂板、鋼板等の金属板
などの表面に前記耐酸性雨塗膜、自動車用塗膜などの塗膜を設けたもの）などの難接着性
の被着体に対する初期接着性に優れている。中でも、自動車のボディーなどの自動車塗装
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板に対する初期接着性に優れている。
【００９８】
　被着体である塗膜としては、特に制限されず、例えば、ポリエステル・メラミン系、ア
ルキド・メラミン系、アクリル・メラミン系、アクリル・ウレタン系、アクリル・多酸硬
化剤系などの各種塗膜が挙げられる。
【００９９】
　また、本発明のアクリル系感圧接着テープが用いられる難接着性の被着体の形状につい
ても特に制限されない。例えば、難接着性の被着体は、平面状、三次元の曲面状などの形
状を有する被着体であってもよいし、あるいは、平面状、三次元の曲面状などの形状を有
する成形品に塗装処理を施したものであってもよい。
【０１００】
　本発明のアクリル系感圧接着テープは、例えば、自動車塗装板に貼付して、塗装板を保
護したり、装飾を付与する方法で用いることができる。また、本発明のアクリル系感圧接
着テープを介して、上記自動車塗装板に物品を接合・固定する方法で用いることができる
。上記物品としては、例えば、自動車の外装部品、ボディーの保護用部品や装飾部品が挙
げられ。
【０１０１】
　本発明のアクリル系感圧接着テープは、部材を介してテープを自動車塗装板等に圧着す
る際にかけられる力が直接的に作用する硬質の自動車外装用部材（例えばモールディング
、エンブレムなど）に加えて、一般に軟質である自動車外装用部材（例えばウェザースト
リップなどの柔軟なゴム製中空部材など）にも好適に用いることができる。
【実施例】
【０１０２】
　以下、本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明はこれら実施例により何ら限定さ
れるものではない。
【０１０３】
（モノマーシロップの調製例１）
　２－エチルヘキシルアクリレート：９２重量部、及びアクリル酸：８重量部から構成さ
れるモノマー混合物に、光重合開始剤（商品名「イルガキュア６５１」チバ・ジャパン社
製）：０．０５重量部、光重合開始剤（商品名「イルガキュア１８４」チバ・ジャパン社
製）：０．０５重量部を配合した後、粘度（ＢＨ粘度計、Ｎｏ．５ローター、１０ｒｐｍ
、測定温度：３０℃）が１５Ｐａ・ｓになるまで紫外線を照射し、一部が重合した組成物
（シロップ）（「部分重合モノマーシロップ（Ａ）」と称する場合がある）を得た。
【０１０４】
（剥離ライナーの作製例１）
　３層共押出しＴダイ成形法により、下記組成物をシート状に押し出し成形し、剥離層（
厚み：３０μｍ）、中間層（厚み：４０μｍ）、背面層（厚み：３０μｍ）からなる剥離
シート（厚み：１００μｍ）（「剥離ライナー（Ａ）」と称する場合がある）を作製した
。
　剥離層：高密度ポリエチレン樹脂（商品名「ハイゼックス３３００Ｆ」株式会社プライ
ムポリマー製、密度：９５０ｋｇ／ｍ3）／低密度ポリエチレン樹脂（商品名「ＯＭ０５
Ｂ」東ソー株式会社製、密度：９２４ｋｇ／ｍ3）、高密度ポリエチレン樹脂／低密度ポ
リエチレン樹脂＝２０／８０［混合比（重量比）］
　中間層：高密度ポリエチレン樹脂（商品名「ハイゼックス３３００Ｆ」株式会社プライ
ムポリマー製、密度：９５０ｋｇ／ｍ3）
　背面層：低密度ポリエチレン樹脂（商品名「ＯＭ０５Ｂ」東ソー株式会社製、密度：９
２４ｋｇ／ｍ3）
【０１０５】
（剥離ライナーの作製例２）
　高密度ポリエチレン樹脂／低密度ポリエチレン樹脂＝４０／６０［混合比（重量比）］
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としたこと以外は、剥離ライナーの作製例１と同様にして、剥離シート（「剥離ライナー
（Ｂ）」と称する場合がある）を作製した。
【０１０６】
（剥離ライナーの作製例３）
　高密度ポリエチレン樹脂／低密度ポリエチレン樹脂＝６０／４０［混合比（重量比）］
としたこと以外は、剥離ライナーの作製例１と同様にして、剥離シート（「剥離ライナー
（Ｃ）」と称する場合がある）を作製した。
【０１０７】
（剥離ライナーの作製例４）
　高密度ポリエチレン樹脂／低密度ポリエチレン樹脂＝８０／２０［混合比（重量比）］
としたこと以外は、剥離ライナーの作製例１と同様にして、剥離シート（「剥離ライナー
（Ｄ）」と称する場合がある）を作製した。
【０１０８】
（実施例１）
　部分重合モノマーシロップ（Ａ）：１００重量部に、１、６－ヘキサンジオールジアク
リレート：０．０８重量部を添加した後、さらに中空ガラス微小球（商品名「セルスター
Ｚ－２７」東海工業株式会社製）を部分重合モノマーシロップ（Ａ）：１００重量部に対
して０．５重量部となるような割合で添加した。
　中空ガラス微小球添加後の部分重合モノマーシロップに、フッ素系界面活性剤（商品名
「サーフロンＳ－３９３」セイケミカル株式会社製、側鎖にポリオキシエチレン基及びフ
ッ化炭化水素基を有するアクリル系重合体、Ｍｗ＝８３００）を０．５重量部添加して、
微小球含有粘弾性組成物を得た。なお、該微小球含有粘弾性組成物において、全体積に占
める中空ガラス微小球の割合は、約１．５容積％であった。
　微小球含有粘弾性組成物を、中央部に貫通孔を持った円盤上に、細かい歯が多数ついた
ステータと、歯のついているステータと対向しており、円盤上にステータと同様の細かい
歯が付いているロータとを備えた装置におけるステータ上の歯と、ロータ上の歯との間に
導入し、ロータを高速回転させながら、貫通孔を通して窒素ガスを微小球含有粘弾性組成
物に導入することにより、微小球含有粘弾性組成物に気泡を混合して、気泡混合微小球含
有粘弾性組成物を得た。なお、気泡は微小球含有粘弾性組成物の全体積に対して約１５容
積％となるように混合した。
　気泡混合微小球含有粘弾性組成物を、工程セパレーター（シート作製用剥離ライナー；
片面が剥離処理されているポリエチレンテレフタレート製基材；商品名「ＭＲＦ」「ＭＲ
Ｎ」いずれも三菱ポリエステルフィルム株式会社製）の剥離処理面に塗布して、照度５ｍ
Ｗの紫外線（東芝社製「ブラックライトランプ」）を両面から３分間照射し［ＵＶチェッ
カー（商品名「ＵＶＲ－Ｔ１」株式会社トプコン製）、最大感度：３５０ｎｍで測定）］
、気泡混合微小球含有粘弾性組成物を光硬化させて、工程セパレーターの剥離処理面上に
気泡混合微小球含有感圧接着剤層（厚さ：８００μｍ）を得た。
　工程セパレーターの剥離処理面上に設けた気泡混合微小球含有感圧接着剤層を、剥離ラ
イナー（Ａ）の剥離層上に貼り合わせ感圧接着シートを得た。
【０１０９】
（実施例２）
　剥離ライナーとして、剥離ライナー（Ａ）の代わりに剥離ライナー（Ｂ）を用いたこと
以外は、実施例１と同様にして、感圧接着シートを得た。
【０１１０】
（実施例３）
　剥離ライナーとして、剥離ライナー（Ａ）の代わりに剥離ライナー（Ｃ）を用いたこと
以外は、実施例１と同様にして、感圧接着シートを得た。
【０１１１】
（実施例４）
　剥離ライナーとして、剥離ライナー（Ａ）の代わりに剥離ライナー（Ｄ）を用いたこと
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以外は、実施例１と同様にして、感圧接着シートを得た。
【０１１２】
（比較例１）
　剥離ライナーとして、剥離ライナー（Ａ）の代わりに、低密度ポリエチレン樹脂（商品
名「ＮＵＣ８１６０」日本ユニカー株式会社製）を原料とする単層押し出し成形フィルム
（愛知プラスチック工業株式会社製、厚み：１００μｍ）を用いたこと以外は、実施例１
と同様にして、感圧接着シートを得た。
【０１１３】
（評価）
　実施例及び比較例について、「ライナー浮き試験」、「０℃条件下での９０°剥離試験
」、「ライナー剥離性試験」、及び「耐熱性試験」を行うことにより、「ライナー浮き抑
止性」、「低温初期接着性」、「ライナー剥離性」及び「耐熱性」を評価した。その結果
を表１に示した。
【０１１４】
（０℃条件下での９０°剥離試験）
　工程セパレーターを剥がして露出させた気泡混合微小球含有感圧接着剤層を、厚み５０
μｍのＰＥＴフィルムで裏打ちして、気泡混合微小球含有感圧接着剤層が剥離ライナーで
保護された基材付き片面感圧接着シートを作製した。
　該基材付き片面感圧接着シートを、０℃雰囲気下、３０分放置してから、剥離ライナー
を剥がして気泡混合微小球含有感圧接着剤層を露出させ、被着体としての酸性雨抵抗性塗
料板（商品名「ＫＩＮＯ－１２００ＴＷ」関西ペイント株式会社製）に、２ｋｇローラー
で片道圧着させた後、０℃で２０分間エージングした。
　エージング後、引張試験機（「商品名「ＴＣＭ－１ＫＮＢ」ミネベア社製）を用いて、
０℃雰囲気下、９０℃剥離方向に引張速度３００ｍｍ／分にて、基材付き片面感圧接着シ
ートを剥離することにより、０℃条件下での９０℃剥離力を測定した。
【０１１５】
（ライナー浮き試験）
　７ｍｍ幅×１００ｍｍ（流れ方向）に切断し、短冊状サンプルを作製した。
　該短冊状サンプルから工程セパレーターを剥がして気泡混合微小球含有感圧接着剤層を
露出させ、ウレタン系下塗り剤を塗布したポリ塩化ビニルシート（４５ｍｍ幅×１５０ｍ
ｍ長さ×１ｍｍ厚み、リケンテクノス株式会社製）に貼り付け、５ｋｇローラー（ローラ
ー幅：６５ｍｍ）を１往復させて圧着した。これを試験片とした。
　２４時間保存した後、長さ１００ｍｍ×幅５０ｍｍ×高さ３０ｍｍの箱状固定台に、試
験片を、図１に示すように、剥離ライナーが内側になるように、楕円状に曲げて固定台に
固定した。７２時間後、ライナー浮き部分の長さを計測し、１試験片中の浮き部分の長さ
を合計した。なお、試験は、２３℃、６０％ＲＨの雰囲気下で行った。
　浮き部分の合計長さが１０ｍｍ以下の場合は、ライナー浮き抑止性良好（○）、１０ｍ
ｍを超える場合にはライナー浮き抑止性（×）と判断した。
【０１１６】
（ライナー剥離性試験）
　７ｍｍ幅に切断し、短冊状サンプルを作製した。なお、長さ方向は、シート流れ（ＭＤ
）方向である。
　短冊状サンプルから工程セパレーターを剥がして気泡混合微小球含有感圧接着剤層を露
出させ、厚さ５０μｍのポリエステルフィルム（商品名「ルミラー　Ｓ－１０」東レ株式
会社製）に貼り合わせ、さらにポリエステルフィルムを、剛性を支える板状体（ＳＵＳ３
０４ＢＡ板、５０ｍｍ×１５０ｍｍ）に両面テープを用いて貼り合わせて固定した。
　万能引張試験機（「商品名「ＴＧ－１ｋＮＢ」ミネベア社製）を用いて、剥離ライナー
を１８０°剥離で引っ張り、抵抗を測定し、１８０°剥離力（Ｎ／７ｍｍ）とした。なお
、試験は、ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準拠して行い、２３℃、６０％ＲＨの雰囲気下、引張速
度（クロスヘッドスピード）３００ｍｍ／分で行った。また、試験回数は３回（平均値）
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とした。
【０１１７】
（耐熱性試験）
　７ｍｍ幅×１００ｍｍ（流れ方向）に切断し、短冊状サンプルを作製した。
　該短冊状サンプルから工程セパレーターを剥がして気泡混合微小球含有感圧接着剤層を
露出させ、ウレタン系下塗り剤を塗布したポリ塩化ビニルシート（４５ｍｍ幅×１５０ｍ
ｍ長さ×１ｍｍ厚み、リケンテクノス株式会社製）に貼り付け、５ｋｇローラー（ローラ
ー幅：６５ｍｍ）を１往復させて圧着した。これを試験片とした。
　２４時間保存後、耐熱試験でポリ塩化ビニルシートが変形しないように、ポリ塩化ビニ
ルシートのサンプルと反対側の面を、ポリ塩化ビニルシートと同サイズのステンレス（Ｓ
ＵＳ）板に両面テープ（商品名「Ｎｏ．５００」日東電工株式会社製）を用いて貼り合わ
せてから、オーブンで１２０℃、３分間熱処理した。熱処理終了後、室温環境下に取り出
した直後の試験片を観察し、下記評価基準で耐熱性を評価した。
　耐熱性良好（○）：剥離ライナーの浮きや剥がれが見られない
　耐熱性不良（×）：剥離ライナーの浮きや剥がれが見られる
【０１１８】
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【表１】

【０１１９】
　表１において、「２－ＥＨＡ」は「２－エチルヘキシルアクリレート」を意味し、「Ａ
Ａ」は「アクリル酸」を意味する。
【０１２０】
　実施例は、低温での初期接着性は大きくなっており、良好に接着していることが確認で
きた。また、剥離ライナーのライナー浮き抑止性、耐熱性も良好であることが確認できた
。比較例は、剥離ライナーのライナー浮き抑止性や耐熱性が不良であり、良好なアクリル
系感圧接着シートとはいえない。
【図面の簡単な説明】
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【０１２１】
【図１】「ライナー浮き」の評価方法における試験片の固定台に対する固定方法を示した
概略上面図である。
【符号の説明】
【０１２２】
　１　箱状固定台
　２　試験片

【図１】
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